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関
川
村
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
﹁
え
ち
ご
せ
き
か
わ
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
﹂
は
、
昭
和
63
年
に
﹁
地
域

に
根
ざ
し
た
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
自
分
た
ち
の
手
で
作
ろ
う
﹂
と
せ
き
か
わ
ふ
る
さ
と
塾
が
母
体
と
な
り
計
画

さ
れ
、
第
１
回
目
が
始
ま
り
、
今
年
30
回
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
主
役
で
村
民
融
和
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大
し

た
も
ん
蛇
が
新
し
く
な
り
、
９
代
目
と
な
り
ま
す
。
東
京
を
始
め
全
国
各
地
を
回
り
、
ギ
ネ
ス
認
定
も
さ
れ
た

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
年
表
に
し
、
初
代
か
ら
の
大
蛇
の
顔
写
真
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
各
集
落
で
大
し
た
も
ん
蛇
の
製
作
が
始
ま
り
ま
す
。
８
代
目
製
作
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ン
テ
ス
ト

も
行
わ
れ
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
で
つ
く
り
あ
げ
る
９
代
目
大
蛇
の
完
成
は
、
４
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
試
行
錯
誤
で
作
っ
た
初
代
の
頭
。

次
男
が
産
ま
れ
間
も
な
く
の
頃
で

も
あ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
30
年
の
歳

月
が
流
れ
て
、
今
年
作
る
頭
が
９

代
目
に
な
る
。
振
り
返
れ
ば
、
そ

の
時
々
の
思
い
を
大
蛇
の
頭
に
こ

め
な
が
ら
製
作
し
て
来
た
。
各
集

落
の
作
り
手
も
同
じ
心
で
作
っ
た

に
違
い
な
い
。
作
り
手
と
担
ぎ
手

の
心
を
繋
ぎ
、
一
体
の
大
蛇
と
な

っ
て
、
観
る
人
に
感
動
を
与
え
て

い
く
。
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
あ
ろ
う
。
今
回
初
め
て
次
男
が

大
蛇
製
作
に
携
わ
る
。
父
か
ら
何

を
学
ぶ
こ
と
だ
ろ
う
・
・
。

▲初代大したもん蛇

▲サッカーワールドカップ新潟記念（５代目）

大
し
た
も
ん
蛇
の
製
作
開
始

９
代
目
製
作
に
あ
た
っ
ておりのの会OB

須 貝 正 春 さん

村
民
融
和
の

シ
ン
ボ
ル

９
代
目

■
歴
代
大
蛇
の
活
躍

初
代

２
代
目

３
代
目

初
代
小
大
蛇

４
代
目

２
代
目
小
大
蛇

５
代
目

６
代
目

７
代
目

８
代
目

３
代
目
小
大
蛇

昭
和
63
年
８
月 

平
成
元
年
８
月

　
　
　
　

10
月 

　
　

２
年
８
月

　
　

３
年
８
月

　
　

４
年
８
月

　
　

５
年
８
月

　
　

６
年
８
月

　
　

７
年
８
月

　
　

８
年
８
月

　
　

９
年
５
月

　
　
　
　

８
月

　
　

10
年
８
月

　
　

11
年
８
月

　
　

12
年
８
月

　
　

13
年
１
月

　
　
　
　

４
月

　
　
　
　

６
月

　
　
　
　

８
月

　
　

14
年
６
月

　
　
　
　

８
月

　
　

15
年
８
月

　
　
　
　

10
月

　
　

16
年
４
月

　
　
　
　

８
月

　
　

17
年
８
月

　
　

18
年
８
月

　
　

19
年
５
月

　
　
　
　

８
月

　
　

20
年
８
月

　
　
　
　

10
月

　
　

21
年
８
月

　
　
　
　

９
月

　
　

22
年
８
月

　
　

23
年
８
月

　
　

24
年
５
月

　
　
　
　

８
月

　
　
　
　

８
月

　
　

25
年
８
月

　
　
　
　

10
月

　
　

26
年
８
月

　
　

27
年
８
月

　
　

28
年
８
月

・
第
１
回　

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り

・
第
２
回

・
東
京
ま
つ
り
へ
参
加
（
立
川
昭
和
記
公
園
）

・
第
３
回

・
第
４
回

　
　

丸
山
大
橋
竣
工
記
念
で
吉
幾
三
さ
ん
参
加

・
第
５
回

・
第
６
回

・
第
７
回

・
第
８
回

　
　

日
本
テ
レ
ビ
24
時
間
テ
レ
ビ
放
送

　
　

（
新
潟
ふ
る
さ
と
村
で
開
催
）

・
第
９
回

・
羽
越
水
害
30
周
年
記
念

　
　

荒
川
水
防
演
習
で
パ
レ
ー
ド

・
第
10
回

・
第
11
回

・
第
12
回

・
第
13
回

・
巳
年
元
旦
記
念
パ
レ
ー
ド

　

（
民
放
テ
レ
ビ
生
放
送
）

・
新
潟
緑
の
百
年
物
語
21
世
紀
記
念
事
業

　
　
「
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
」

　
　

ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
で
パ
レ
ー
ド

・
ギ
ネ
ス
認
定

・
第
14
回

・
２
０
０
２
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
新
潟
記
念

　
　

新
潟
古
町
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
パ
レ
ー
ド

・
第
15
回

・
第
16
回

・
咲
い
た
ま
つ
り
２
０
０
３

　
　
「
さ
い
た
ま
市
ド
ラ
ゴ
ン
サ
ミ
ッ
ト
」

　
　

に
参
加

・
第
８
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
受
賞

　

（
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

・
第
17
回

　
　

さ
い
た
ま
竜
神
コ
ラ
ボ
パ
レ
ー
ド

・
第
18
回

・
第
19
回

・
羽
越
水
害
40
周
年
記
念

　
　

荒
川
水
防
演
習（
神
林
村
）で
パ
レ
ー
ド

・
第
20
回

・
第
21
回

・
日
本
の
ま
つ
り（
さ
い
た
ま
市
）へ
参
加

・
第
22
回

・
ト
キ
め
き
新
潟
国
体

　
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
ビ
ッ

　
　

グ
ス
ワ
ン
）
に
参
加

・
第
23
回

・
第
24
回

・
ふ
く
し
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
会
津
に
参
加

・
第
63
回
県
消
防
大
会
で
パ
レ
ー
ド

・
第
25
回

・
第
26
回

・
T
h
e 

M
A
T
S
U
R
I 

サ
ミ
ッ
ト

　

in
関
川
村

・
第
27
回

・
第
28
回

・
第
29
回

・
N
H
K
ふ
る
さ
と
の
文
化
祭

　
日
本
イ
ベ
ン
ト
大
賞
奨
励

　
賞
受
賞

・
初
代
大
蛇
昇
天
（
焼
却
）

・
２
代
目

　

大
石
ダ
ム
へ
展
示

・
４
代
目

　

ど
〜
む
へ
展
示

・
５
代
目

　

大
石
ダ
ム
へ
展
示

・
新
潟
日
報
文
化
賞

　

受
賞

・
６
代
目

　

さ
い
た
ま
市
へ
嫁
ぐ
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▲さいたま市で日本のまつり（７代目）

▲東京まつりの様子
　（２代目）▲丸山大橋竣工記念（３代目）▲４代目

▲羽越水害40周年記念（６代目）

初
代

２
代
目

３
代
目

初
代
小
大
蛇

４
代
目

２
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６
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３
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８
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し
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も
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つ
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東
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つ
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参
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立
川
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記
公
園
）
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第
３
回
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第
４
回

　
　

丸
山
大
橋
竣
工
記
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で
吉
幾
三
さ
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参
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第
５
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第
６
回

・
第
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回

・
第
８
回

　
　

日
本
テ
レ
ビ
24
時
間
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放
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（
新
潟
ふ
る
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と
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で
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催
）

・
第
９
回

・
羽
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水
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30
周
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記
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荒
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演
習
で
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レ
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10
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11
回
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・
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）

・
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潟
緑
の
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０
０
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潟
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潟
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ド

・
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15
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16
回

・
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い
た
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り
２
０
０
３

　
　
「
さ
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ま
市
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に
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加
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８
回
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ト
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ボ
パ
レ
ー
ド

・
第
18
回
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潟
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回
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回
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回
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回

・
T
h
e 

M
A
T
S
U
R
I 
サ
ミ
ッ
ト

　

in
関
川
村

・
第
27
回
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回

・
第
29
回

・
N
H
K
ふ
る
さ
と
の
文
化
祭

　
日
本
イ
ベ
ン
ト
大
賞
奨
励

　
賞
受
賞

・
初
代
大
蛇
昇
天
（
焼
却
）

・
２
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４
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・
５
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大
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・
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潟
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化
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６
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シリーズ

キラリと光る

地方創生
《関川版》

9

キラリと光る

地方創生
《関川版》

「観光 」

　
道
の
駅
周
辺
施
設
の
入
込
み
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
日

帰
り
温
泉
施
設
ゆ
〜
む
の
利
用
者

は
年
間
16
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
産
地
消
を
促
進
す
る
あ

い
さ
い
市
の
売
上
げ
も
好
調
を
保

っ
て
お
り
、
ち
ぐ
ら
館
︵
物
産
館
︶

と
合
わ
せ
て
、
集
客
を
け
ん
引
し

て
い
ま
す
。

　
あ
い
さ
い
市
で
は
、
冬
場
の
販

売
品
の
確
保
や
さ
ら
な
る
販
売
登

録
者
を
増
や
す
取
り
組
み
を
実
施
。

手
狭
に
な
っ
て
い
る
施
設
の
拡
充

も
模
索
し
、
利
用
促
進
を
図
り
た

い
考
え
で
す
。

　
ま
た
村
と
自
然
環
境
管
理
公
社

で
は
、
道
の
駅
周
辺
で
の
滞
在
時

間
を
伸
ば
す
取
り
組
み
と
し
て
、

Ｗ
ｉ—

Ｆ
ｉ
︵
ワ
イ
フ
ァ
イ
・
公

衆
無
線
ラ
ン
︶
の
整
備
を
実
施
。

無
料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
で

き
る
接
続
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
て
い

ま
す
。

　
国
重
文
・
渡

邸
は
平
成
の
大

改
修
を
終
え
、
東
桂
苑
や
歴
史
と

み
ち
の
館
に
も
客
足
が
戻
っ
て
い

ま
す
。
大
改
修
直
後
の
一
時
的
な

伸
び
に
し
な
い
た
め
、
魅
力
あ
る

施
設
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
渡

家
初
代
儀
右
衛

門
善
高
が
下
関
に
定
住
し
て
３
５

０
年
。
ま
た
、
火
災
に
よ
る
再
建

棟
上
げ
を
し
て
２
０
０
年
、
財
団

法
人
重
要
文
化
財
渡

家
保
存
会

が
設
立
し
て
50
年
と
い
う
、
ま
さ

に
節
目
の
年
。
か
つ
て
は
大
型
観

光
バ
ス
で
賑
わ
っ
た
渡

邸
で
す

が
、
現
在
は
小
グ
ル
ー
プ
や
個
人

旅
行
が
主
流
で
す
。
渡

邸
で
は
、

館
内
案
内
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
設
置
、

コ
ン
サ
ー
ト
や
お
茶
会
と
し
て
の

利
用
な
ど
、
文
化
財
の
柔
軟
な
活

用
に
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
村
の
観
光
振
興
に
と
っ
て
、
道

の
駅
周
辺
は
温
泉
旅
館
と
合
わ
せ

て
そ
の
核
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
そ
の
役
割
を
果
た
す
た

め
、
い
ま
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
設

が
連
携
し
魅
力
の
あ
る
エ
リ
ア
と

な
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
道
の
駅
に
産
業
団
体
の

事
務
所
な
ど
を
集
約
し
、
村
の
産

業
関
係
の
拠
点
に
し
た
い
と
い
う

構
想
が
村
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

商
工
会
や
観
光
協
会
、
自
然
環
境

管
理
公
社
な
ど
の
団
体
が
有
機
的

な
関
係
を
構
築
し
、
そ
の
相
乗
効

果
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。
農
業

と
も
関
連
づ
け
を
し
て
、
６
次
産

業
へ
の
取
り
組
み
も
助
長
さ
せ
る

ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
。
村
で
は
、

各
団
体
と
の
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
産
業
の

活
性
化
を
図
り
た
い
考
え
で
す
。

産業の振興
無駄のない財政のために

地方
創生

　
観
光
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
は
、
村
に
活
力
を
見
出
す

た
め
に
重
要
な
要
素
で
す
。
と
く
に
﹁
道
の
駅
・
関
川
﹂
は
観
光

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
施
設
間
や
産
業
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
魅
力
を
高
め
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
道
の
駅
」入
込
み
好
調

渡
邉
邸
集
客
へ
節
目
の
年

「
道
の
駅
」を
産
業
の
拠
点
に

・
平
成
21
〜
26
年
度
が
渡

邸
の

　
大
改
修

・
３
館
共
通
券
︵
渡

邸
・
東
桂

　
苑
・
歴
史
館
︶
は
平
成
20
年
度

　
か
ら
販
売

・
平
成
21
年
度
か
ら
通
年
営
業

・
平
成
21
・
22
年
度
は
特
別
販
売

　
あ
り

＊
来
場
者
と
販
売
額
は
比
例
し
て

　
い
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
一
人
当

　
た
り
の
販
売
額
が
高
く
な
っ
て

　
い
ま
す
。

■
あ
い
さ
い
市

　
来
場
者
と
売
上
げ

■
主
要
施
設
の
入
込
み

（人）（万円）
3,000

2,000

1,000

0

来場者数

販 売 額

Ｈ19 Ｈ21 Ｈ23 Ｈ25 Ｈ27
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後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　　住民福祉課福祉保険班　TEL６４−１４７１

かかりつけのお医者さんに相談しましょう

　日常的な診療や健康管理は、かかりつけのお医者さんに相談しましょう。

　普段から健康状態を診てもらい、高度な治療や精密検査が必要であるとお医者さんが判断した場

合には、紹介状を書いてもらい、専門の大きな病院を受診するようにしましょう。

同じ病気で重複して受診するのは控えましょう

　同じ病気で複数の病院などにかかると、医療費が高額になるだけでなく、ご自身の体にも悪影響

となるおそれもあります。

　重複する検査や飲み合わせの悪い薬を服用することにより、体に負担となることもあります。

夜間や休日の受診は急病や体調が悪化した場合

のみにしましょう

　「普段の病院は混雑しているから」という理由で夜間や休日に

受診するのはやめましょう。

　決められた時間以外や休日・深夜に受診すると割増料金が追加

されますし、急病の方の治療に支障をきたす恐れがあります。

　体調が急変したなどのやむを得ない場合を除いては、診療時間

内に受診しましょう。

柔道整復師（整骨院・接骨院）の施術を受けるときの注意点

　柔道整復師は医師ではないため施術の行為が限定されており、保険証が使える場合と、使えない

場合があります。施術を受けるときは、負傷原因を正確に伝えましょう。

　【保険証が使える場合】

　　・外傷性のねんざや打撲　　・医師の同意がある場合の骨折、脱臼の施術

　　・応急処置で行う骨折、脱臼の施術

　【保険証が使えない場合】　※全額自己負担になります

　　・日常生活における単純な疲労や肩こり、体調不良など

　　・病気（神経痛、リウマチ、五十肩、関節炎、ヘルニアなど）による、こりや痛み

　　・脳疾患後遺症などの慢性病　　・症状の改善がみられない長期の施術（応急処置を除く）

　　・スポーツなどによる肉体疲労改善のための施術

　　・仕事中や通勤途上に起きた負傷（労災保険からの給付になります）

Vol .10　お医者さんの上手なかかり方（その２）

お医者さんにかかるとき、ちょっとした誤解や思い込みで治療が長引くことがあります。

上手にお医者さんにかかれば、必要以上に医療費がかかることもありません。
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　12月19日、村と関川、越後大島駅前、越後女川

の村内３郵便局、村内を配達エリアとする胎内市

の中条郵便局が「見守り活動等の協力に関する協

定」を締結しました。

　この協定は、郵便局員が配達中などの業務中に

村民を見守り、何らかの異変に気づいた時や道路

の損傷、不法投棄が疑われる廃棄物などを発見し

た場合に情報提供をすることで、村民が安心して

暮らせる地域社会を目指します。

　調印式で関川郵便局の中原局長は、「そばにい

るから出来ることをコンセプトとしている。郵便

局があるから安心だと思ってもらえるようにした

い」とあいさつ。平田村長は、「村民とのつなが

りが深いので心強い。ぜひ、クマの出没もお願い

したい」と期待していました。

　県内では、上越市、佐渡市に続き３例目となり

ます。

郵便局と「見守り活動等の
　協力に関する協定」を締結

　村では、防

災情報や観光

情報など、村

民や観光客等

に提供すべき

情報を配信す

るため、観光

・防災Wi-Fi

（公衆無線LAN）

を整備しまし

た。災害など

の非常時に、

お手持ちのス

マートファンなどにて無料で無線LANを利用する

ことができます。また、平常時も１回あたり30分

の接続制限がありますが、無料で観光ガイドから

村の観光情報を得ることができます。

　サービスは、１月１日から利用可能で、サービ

スエリアは関川村役場（役場前駐車場）、観光情報

センター内、道の駅周辺駐車場、広域観光インフ

ォメーションセンター内、渡邸です。利用エリ

アは、上記のマークが目印です。

　これで、昨年のちぐら館前のWi-Fi搭載型飲料

自動販売機に続き、村内の公衆無線LAN環境が

整備されました。

　利用方法や詳しいサービス内容は、村のホーム

ページ（www.vill.sekikawa.niigata.jp/）を

ご覧ください。

　
12
月
30
日
、
社
会
人
野
球
の
日

本
選
手
権
大
会
で
初
優
勝
を
飾
っ

た
、
ヤ
マ
ハ
野
球
部
の
伊
藤
直
輝

選
手
︵
上
関
出
身
︶
の
帰
郷
に
合

わ
せ
、
青
少
年
育
成
村
民
会
議
が

野
球
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
野
球
教
室
は
、
ふ
れ
あ
い
ど
〜

む
で
行
わ
れ
、
年
末
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
関
川
中
学
校
野
球
部
と
関

川
村
、
村
上
市
の
小
学
生
約
40
人

が
参
加
し
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な

ど
の
実
技
指
導
や
心
構
え
を
学
び

ま
し
た
。

　
始
め
に
披
露
さ
れ
た
伊
藤
選
手

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
み
た
大
島

琉
輝
さ
ん
︵
小
学
６
年
・
上
野
新
︶

は
、﹁
速
く
て
球
が
見
え
な
か
っ
た
。

フ
ォ
ー
ム
が
す
ご
く
き
れ
い
﹂
と

驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
伊
藤
選
手
は
、
﹁
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
は
軸
を
ぶ
ら
さ
な
い
こ
と
が

大
事
﹂
な
ど
と
小
中
学
生
一
人
ひ

と
り
に
声
を
か
け
な
が
ら
指
導
を

し
て
回
り
ま
し
た
。

　
伊
藤
選
手
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
し
た
関
川
中
学
校
野
球
部
キ
ャ

プ
テ
ン
の
傳
拓
磨
さ
ん
︵
２
年
・

大
島
︶
は
、
﹁
日
本
一
の
球
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
て
う
れ
し
か
っ

た
。
将
来
は
伊
藤
選
手
の
よ
う
に

な
り
た
い
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

社
会
人
野
球
ト
ッ
プ
の
技
術
に
触
れ
る▲キャッチボールを披露する

　伊藤選手

関川観光・防災Wi-Fiが
利用可能となりました！

〜 
ヤ
マ
ハ
野
球
部  

伊
藤
直
輝
選
手
の
野
球
教
室 

〜
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１
月
８
日
、
新
発
田
市
新
庁
舎

︵
ヨ
リ
ネ
ス
し
ば
た
︶
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
﹁
第
13
回
城
下
町
し

ば
た
全
国
雑
煮
合
戦
﹂
に
村
温
泉

旅
館
組
合
︵
小
山
雄
司
組
合
長
・

大
内
渕
︶
と
村
商
工
会
観
光
部
・

青
年
部
、
村
観
光
協
会
が
共
同
で

出
店
し
ま
し
た
。
出
店
は
、
２
年

ぶ
り
６
回
目
。

　
今
回
の
雑
煮
は
、﹁
大
し
た
も

ん
蛇
雑
煮
２
０
１
７
﹂。
塩
味
ベ

ー
ス
の
出
汁
を
挽
肉
入
り
の
あ
ん

か
け
に
し
、
地
元
産
の
越
後
朝
日

豚
を
香
ば
し
く
焼
き
上
げ
、
山
菜

の
し
ょ
う
ゆ
漬
け
と
野
菜
を
の
せ

た
和
風
雑
煮
で
勝
負
し
ま
し
た
。

　
村
上
市
か
ら
来
た
30
代
女
性
は

﹁
ゆ
ず
の
香
り
が
さ
わ
や
か
で
、

あ
ん
か
け
の
出
し
汁
も
美
味
し
か

っ
た
。
下
か
ら
出
て
き
た
大
き
な

肉
に
も
び
っ
く
り
、
や
わ
ら
か
く

て
お
い
し
か
っ
た
で
す
﹂
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
北
海

道
や
広
島
県
か
ら
も
参
加
す
る
日

本
最
大
級
の
雑
煮
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

２
万
５
千
人
が
来
場
。
準
備
し
た

４
５
０
杯
は
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
38
店
舗
中
、
12
位
と
健

闘
し
ま
し
た
。

も
ん
蛇
も
た
ま
げ
る
和
風
雑
煮
で
勝
負

〜 �

第
13
回 

城
下
町
し
ば
た
全
国
雑
煮
合
戦 

〜

　昨年の７月にスタートした生涯学習新事業「せ

きかわ冒険王」の報告会と登録者の意見交換会が、

１月12日に村民会館で行われました。

　現在の登録者が９人と、まだまだ認知度が低い

状況に集まった登録者からは、「選択肢を増やすべ

き」、「イベント参加の項目や代替項目も必要」な

どの意見が出ました。

　報告会では、鈴木紀夫さん・斗基くん親子（下

関）の活動が紹介され、７月に朳差岳に初登頂（写

真上）をした斗基くん（小学３年生）は、「登山は、

すごく楽しい。立

烏帽子に登ったこ

とのある友達もい

るので、一緒に冒

険王を目指す人が

増えるとうれしい」

と話してくれまし

た。斗基くんは、

10単位以上を取得

し、現在登録者の

トップです。

僕は冒険王になる！
　　鈴木斗基くんの挑戦

　旧斎藤医院を会場に雑貨やアクセサリーの展覧

会を行う「えちご関川手づくり市」が開催されま

す。「春をまつおなごしょのWASAKAGI（わさ

かぎ）」と題して、旧斎藤医院つなぐプロジェクト

が開催をするものです。旧斎藤医院つなぐプロジ

ェクトとは、旧斎藤医院の建物や歴史を未来に手

渡すこと、地域の産院だった場所が人と人のつな

がりが生まれる場所になることを目指して活動し

ているグループです。

　「わさかぎ」とは「いたずらする」という意味。

長い冬に女性がワクワク、ぬくぬくしながら楽し

く手づくりしてきたものが展示されます。ニット

小物やまくらめ、ビーズ編みなど、いろいろな

「わさかぎ」が展示され、販売もされます。ぜひ、

足を運んでみてください。

日　時　２月18日（土）10時から19時

　　　　２月19日（日）10時から16時

場　所　旧斎藤医院（役場となり）

問い合わせ　☎ 090−5818−4050（近 美千代）

えちご関川手づくり市が
開催されます！

▲ど〜むでクライミングに挑戦
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平成29年度　村上高等職業訓練校　訓練生募集

◇訓練場所　　村上高等職業訓練校（村上市下相川316番地2）

◇申込期限　　３月17日（金）

◇申込方法　　訓練校に備付けの「入校申請書」に必要事項を記入のうえ、「雇用保険被保険者資格取得等確認通知書

　　　　　　　（事業主通知用）」を添付して訓練校へ直接提出してください。　※土・日曜日、祝日を除く

◇そ の 他　　受講資格や訓練内容・費用など、詳しくは村上高等職業訓練校（☎52−5563）へお問合わせください。

訓 練 期 間

訓練日・時間

募 集 人 員

受 講 資 格

訓 練 費 用

平成29年４月12日〜平成31年３月

毎週水曜日　９：00〜16：00

５人程度

　建築関連の事業所に就職し、雇用保険
または労災保険に加入している人で、１
級・２級技能士、２級建築士などの資格
取得および技能向上を目指している人

・訓練費（年額）188,000円
　※雇用保険加入者（年額）120,000円
・協会費（年額）1,500円
・教科書代　別途

区 　 　 分

訓練科目・期間

訓 練 日

訓 練 時 間

募 集 人 員

訓 練 費 用

昼間の部【全３コース】

パソコンはじめてコース　　６日間

ワード基本コース　　　　　６日間

エクセル基本コース　　　　６日間

毎週水・金曜日

２・３月の土・日曜日

９：30〜11：30

各コース　５人

10,000円〜18,000円、教科書代　別途

夜間の部【全５コース】

ワード基礎コース　　　　　13日間

ワード応用コース　　　　　 ８日間

エクセル基礎コース　　　　13日間

エクセル応用コース　　　　13日間

パワーポイントコース　　　 ６日間

毎週月・火・木曜日

19：00〜21：00

ワード・エクセル基礎コース　各10人
その他のコース　各５人

15,000円〜32,000円、教科書代　別途

木造建築科（２年間）
訓 練 期 間

訓 練 日

訓 練 科 目

訓 練 時 間

募 集 人 員

訓 練 費 用

平成29年４月〜12月　※８月休講

毎週月・火・木曜日

彫刻コース 　 塗装コース

９：30〜11：30 　 13：00〜15：00

15人程度 　 ５人程度

・訓練費（年額）80,000円
　※２コース同時受講の場合
　　（年額）160,000円
・協会費（年額）1,500円
・教材代　彫刻コースを初めて受講する
　人は20,000円程度（彫刻刀、砥石代）

漆器科【彫刻・塗装コース】（年間80日）

パソコン講座（昼間・夜間の部）

【何が変わるのですか？】
　年金を受け取るために必要な期間（保険料納付済等期間）が25年から10年に短縮されます。

　これにより、これまで年金を受けることができなかった方も年金が受給できる可能性があります。

【対象者は誰ですか？】
　既に65歳以上の方で、保険料納付済等期間が10年以上の方が対象になります。

　※対象者の方には平成29年2月末〜平成29年7月までの間に日本年金機構から「年金請求書」

　　を順次お送りする予定です。

【手続きは必要ですか？】
　日本年金機構から「年金請求書」が届きましたら、必要事項を記入の上、必要書類と併せて年金事務

　所までお持ちください。

平成29年8月から年金を受け取るために必要な期間が短縮されます

日本年金機構からのお知らせ

≪問い合わせ先≫　ねんきんダイヤル　☎０５７０−０５−１１６５
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むし歯ゼロの子に
ピッカピッカ賞
むし歯ゼロの子に
ピッカピッカ賞
むし歯ゼロの子に
ピッカピッカ賞

　平成28年12月15日に行われた３歳児健診で、

むし歯が１本もなかった子どもたちに「ピッカ

ピッカ賞」が贈られました。（順不同・敬称略）

　橋　　　海（蛇喰）

藤　井　信　光（下関）

山　口　真太朗（辰田新）

山　　莉　心（下関）

石　田　真　悠（下関）

　　　　かい

のぶ　　あき

しん た ろう

り　　 こ

ま　　 ひろ

学校 お知らせからのからの

今月は関川小学校からの紹介

　12月９日（金）、全学級で、人権教育、同和教育

に関する道徳授業を参観していただきました。

　今回は、新潟県同和教育研究協議会発行の副読

本「生きる」を使って、全学級が道徳の授業を行

いました。子どもたちは、学年に応じた資料をも

とに人権について考え、「個性を尊重すること」

「差別を許してはいけないこと」について再確認

することができました。

　今後も家庭や地域の皆様と連携して人権教育、

同和教育を推進してまいります。

 

　関川小学校では、３年生以上の子どもたちが、

年に２回スキー教室を行います。１月18日（水）に

は、５・６年生が、スキー教室を行いました。

　降雪がなく、心配した年末年始でしたが、新雪

が降り積もったわかぶな高原スキー場は、絶好の

コンディションでした。たくさんのボランティア

指導者の皆様に教えていただきながら、子どもた

ちは技能の向上を目指しました。

　雪の恩恵を受ける関川村の良さを生かし、今後

も、雪と遊び雪に親しむ活動を進めていきます。

道徳の授業を参観して
　　　　　いただきました！

　冬の恒例行事となった「七ケ谷雪ほたる」が今年

も盛大に開催されます。主催はタランペクラブ（加

藤克徳代表・鮖谷）。

　約1000個の雪灯ろうが辺り一面を幻想的な世界

へと一変させます。会場では、玉こんにゃくの無料

サービスやもちつきも行いますので、ぜひご来場く

ださい。作ってみたいという方も大歓迎です。

　当日は、国際ボランティア学生協会（IVUSA）の

学生たちも大勢参加します。また、社会福祉協議会

では、スカイランタンの試し上げを行います。お楽

しみに！

【日時】２月５日（日）

　　　　●雪灯ろう作り　　13時30分から

　　　　●雪灯ろう点火　　16時30分から

　　　　●スカイランタン点灯上げ　17時30分から

【場所】安角ふれあい自然の家グラウンド

みなさんも作ってみませんか！

2/5は「七ケ谷雪ほたる」

スキー教室を行いました！
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

　がんは、30年以上の長きにわたって日本人の死亡原因のトップであり、日本人の２人に１人が、がんに

かかるともいわれています。関川村も同様で毎年の死亡原因の第１位が、がんです。

　がんは高齢者に多い病気ですが、若いからといってがんにかからないわけではありません。がんにか

かる人の約３割は40～64歳の現役世代のため、油断は禁物です。

　今後も増え続けることが予想されるがんから命を守るためには、生活習慣の改善とともに、定期的に
検診を受けることが大切です。

なぜ、がん検診が必要なの？
　がんにかかっても、初期の段階では多くの場合、ほとんど自覚症状がありません。症状が現れた頃

には、がんがすでに進行していて、手遅れになってしまうケースも少なくないのです。

　だからこそ、定期的に検診を受けて、がんを早期に発見することがとても重要になるのです。

特定健診も忘れずに毎年受けよう
　特定健診は、生活習慣病のリスクを高めるメタボリックシンドロームに着目した健診です。

　心臓病や脳卒中といった命に関わる病気を防ぐため、メタボリックシンドロームを早い段階で発

見し、改善が必要な人には特定保健指導が行われます。がん検診に加えて、特定健診も毎年必ず

受けましょう。

　平成29年度健康診査調査票兼申込書を健康づくり推

進員さんを通して配布しました。自分の健康を守るた

めにも忘れずに健診を申し込みましょう！

　昭和55年から関川村のがん死亡数

を５年間毎の年間平均死亡数で、経

年推移をみてみるとがんで死亡する

人が年々増加しています。

がん検診を受けましょう ～早期発見があなたの命を守ります～

関川村がん年間平均死亡数（５年平均）

（年間平均死亡数）



11 広報せきかわ　2017・２月号

そ
け
い
部
ヘ
ル
ニ
ア
の
お
話

県
立
坂
町
病
院

外
科
　
冨

田

　

広

　
﹁
ヘ
ル
ニ
ア
﹂
と
言
い
ま
す
と

整
形
外
科
で
扱
う
背
骨
の
病
気
の

﹁
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
﹂
を
思
い
浮

か
べ
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
回
は
お
腹
か
ら
内
臓
が
飛
び
出

す
﹁
ヘ
ル
ニ
ア
﹂
の
お
話
で
す
。

そ
の
中
で
も
下
腹
部
の
そ
け
い
部

と
呼
ば
れ
る
部
位
か
ら
飛
び
出
す

い
わ
ゆ
る
﹁
脱
腸
﹂
の
お
話
で
す
。

　
そ
け
い
部
ヘ
ル
ニ
ア
に
は
主
に

ソ
ケ
イ
ヘ
ル
ニ
ア
、
大
腿
ヘ
ル
ニ

ア
、
閉
鎖
孔
ヘ
ル
ニ
ア
と
い
っ
た

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
内

臓
が
飛
び
出
す
部
位
の
違
い
で
そ

の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

詳
し
い
こ
と
は
専
門
的
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
省
略
い
た
し

ま
す
。
ソ
ケ
イ
ヘ
ル
ニ
ア
は
大
人

だ
け
で
な
く
、
子
供
に
も
発
症
し

ま
す
が
、
大
腿
ヘ
ル
ニ
ア
、
閉
鎖

孔
ヘ
ル
ニ
ア
は
高
齢
者
の
み
に
発

症
し
ま
す
。
ソ
ケ
イ
ヘ
ル
ニ
ア
は

男
性
に
多
く
、
大
腿
ヘ
ル
ニ
ア
、

閉
鎖
孔
ヘ
ル
ニ
ア
は
、
ほ
と
ん
ど

女
性
に
発
症
し
、
男
性
に
発
症
す

る
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ソ
ケ
イ
ヘ
ル
ニ
ア
は
長
期
間
放
置

し
て
い
て
も
大
事
に
至
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
大
腿
ヘ
ル
ニ

ア
、
閉
鎖
孔
ヘ
ル
ニ
ア
は
内
臓
が

飛
び
出
し
て
元
に
戻
ら
な
く
な
る

﹁
か
ん
と
ん
﹂
と
呼
ば
れ
る
状
態

に
な
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
飛
び
出
し
た
内
臓
へ
の

血
液
の
め
ぐ
り
が
悪
く
な
り
、
腐

っ
て
し
ま
い
、
緊
急
手
術
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
小
児
の
ソ
ケ

イ
ヘ
ル
ニ
ア
を
除
い
て
は
ど
の
そ

け
い
部
ヘ
ル
ニ
ア
も
自
然
に
治
る

こ
と
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

治
し
て
や
る
飲
み
薬
や
注
射
も
無

く
、
唯
一
の
治
療
法
は
手
術
で
す
。

以
前
は
そ
け
い
部
ヘ
ル
ニ
ア
を
治

す
手
術
は
周
囲
の
筋
肉
を
縫
い
合

わ
せ
て
内
臓
が
飛
び
出
さ
な
い
よ

う
に
す
る
方
法
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
そ
の
よ
う
な
方

法
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
り
、

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
の
メ
ッ
シ
ュ

を
縫
い
付
け
る
方
法
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
坂
町
病
院
で
は
そ
け
い
部
ヘ
ル

ニ
ア
の
手
術
は
多
数
施
行
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
旧
荒
川

町
、
関
川
村
の
方
だ
け
で
な
く
、

村
上
市
全
域
、
胎
内
市
、
新
発
田

市
、
聖
籠
町
、
新
潟
市
の
患
者
さ

ん
に
も
大
勢
来
て
い
た
だ
き
、
新

潟
県
内
の
病
院
で
は
有
数
の
手
術

件
数
を
誇
っ
て
お
り
ま
す
。
下
腹

部
の
一
部
が
ふ
く
ら
む
と
か
痛
み

が
あ
る
と
い
っ
た
症
状
が
あ
る
方

は
、
そ
け
い
部
ヘ
ル
ニ
ア
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
待

っ
て
い
て
も
自
然
に
治
る
こ
と
は

期
待
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
一
度
外

科
の
外
来
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
泌
尿
器
科

を
受
診
さ
れ
る
方
が
か
な
り
お
ら

れ
ま
す
が
、
受
診
の
際
は
泌
尿
器

科
で
は
な
く
外
科
を
受
診
し
て
下

さ
い
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
　
　
　

☎
６
２
︱
３
１
１
１

関
川
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信


地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
役
場
庁
舎
内
１
階
　
☎
６
４
︱
１
４
７
３

②
気
く
ば
り
か
ら

　
民
生
委
員
、
地
域
包
括
支
援

　
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
や
セ
ン
タ

　
ー
へ
の
連
絡

③
助
け
合
い
か
ら

　
何
か
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ

　
り
ま
せ
ん
か
、
お
手
伝
い
す

　
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
等

　
の
声
か
け

︿
認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り
﹀

　
認
知
症
の
人
は
、
記
憶
障
害

か
ら
季
節
や
時
間
が
わ
か
ら
な

い
、
暖
房
や
電
気
機
器
の
使
用

方
法
を
忘
れ
て
し
ま
う
な
ど
の

症
状
が
あ
り
ま
す
。
薄
着
で
外

に
出
て
い
る
、
季
節
に
そ
ぐ
わ

な
い
服
装
を
し
て
い
る
、
家
の

電
気
が
つ
い
て
い
な
い
な
ど
の

状
況
が
み
ら
れ
た
ら
、
見
守
り

活
動
や
発
展
型
の
対
応
の
ほ
か
、

民
生
委
員
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。
行
方
不
明
や
事
故
︵
交

通
事
故
や
凍
死
な
ど
︶
を
防
ぐ

た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
２
月
は
新
潟
県
高
齢
者
見
守

り
強
化
月
間
で
す
。
新
潟
県
の

取
り
組
み
に
合
わ
せ
て
、
家
庭

や
地
域
で
で
き
る
こ
と
を
考
え

ま
し
ょ
う
。

︿
誰
で
も
で
き
る
見
守
り
活
動
﹀

①
あ
い
さ
つ

　
﹁
お
は
よ
う
﹂﹁
こ
ん
に
ち
は
﹂

　
な
ど
、
ご
近
所
で
声
を
か
け

　
あ
い
ま
し
ょ
う

②
気
く
ば
り

　
さ
り
げ
な
い
気
配
り
や
目
配

　
り
で
、﹁
い
つ
も
よ
り
元
気
が

　
な
い
﹂﹁
い
つ
も
と
違
う
﹂
と

　
い
っ
た
変
化
に
気
づ
き
ま
し

　
ょ
う

③
助
け
合
い

　
自
宅
の
除
雪
つ
い
で
に
隣
の

　
家
も
、
回
覧
板
は
手
渡
し
な

　
ど
、
無
理
の
な
い
手
助
け
を

　
し
ま
し
ょ
う

　
気
軽
に
声
を
か
け
あ
え
る
地

域
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う

︿
見
守
り
活
動
の
発
展
型
﹀

①
あ
い
さ
つ
か
ら

　
体
調
崩
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
等
の
声
か
け

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

142

高
齢
者
見
守
り
強
化
月
間



12広報せきかわ　2017・２月号

　
平
成
28
年
10
月
か
ら
、
村
民
会

館
図
書
室
で
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

﹁
陽
だ
ま
り
﹂
が
開
設
さ
れ
て
い

ま
す
。﹁
陽
だ
ま
り
﹂
と
は
、
不
登

校
児
童
生
徒
や
そ
の
保
護
者
を
支

援
す
る
場
所
で
、
他
人
と
の
関
わ

り
を
も
ち
た
が
ら
ず
引
き
こ
も
り

傾
向
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
教
育
委
員
会
が
設
置
し
た
適
応

指
導
教
室
の
こ
と
で
す
。﹁
陽
だ
ま

り
﹂
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、﹁
ほ
ゎ
っ
﹂

と
し
た
温
か
い
場
所
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
毎
週
火
曜
日
の
10

時
か
ら
12
時

ま
で
の
２
時

間
開
設
さ
れ

て
お
り
、﹁
陽

だ
ま
り
﹂
へ

通
っ
た
日
は
、

学
校
で
の
出

席
日
数
と
し

て
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
ま
す
。

　
支
援
を
し

て
く
れ
る
の

は
、
関
川
中

学
校
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
佐
藤

さ
よ
子
さ
ん
︵
村
上
市
︶
で
す
。

佐
藤
さ
ん
は
、
村
上
市
の
各
地
区

に
あ
る
適
応
指
導
教
室
が
本
村
に

は
な
い
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
傷

つ
い
た
自
尊
心
を
癒
す
こ
と
や
、

い
ろ
い
ろ
な
価
値
観
を
認
め
合
う

心
と
場
所
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
﹁
陽
だ
ま
り
﹂

の
﹁
先
生
﹂
を
引
き
受
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　﹁
陽
だ
ま
り
﹂
へ
の
参
加
費
用
は

無
料
で
す
。
学
校
へ
行
き
た
く
て

も
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、
ま

ず
は
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
心
を
開

く
場
と
し
て
、
心
身
の
充
実
と
充

電
を
図
る
た
め
に
利
用
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
支
援
機
関
と
し
て

学
校
と
の
連
携
も
図
ら
れ
る
の
で

安
心
で
す
。
学
校
と
は
違
う
外
部

支
援
の
場
と
し
て
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
来
年
度
は
週
２
日

の
開
設
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

 

おはなしのかい
18日は18日は おはなしのかい

毎月第３土曜日です

　　暦の上では“立春”を迎えますが、まだまだ、寒い日が続きます。時には自分磨きに読書もオス

　スメです。お気軽にお立ち寄りください。

高田〜沢〜女川 方面 ………

大島〜片貝〜大石 方面 ……………

毎週水曜日がお休みです。平日は、13時〜17時30分まで、土・日・祝は、9時〜17時まで開館しています。

「おかしなこともあるもんだ」
いしいひろし

「魔法使いと副店長」
越谷　オサム

　次々におこる「おかしなこと」に首をか
しげるおおかみの様子は、思わず真似をし
たくなってしまうかも？最後は、クスッと
笑える「おかしなこと」が待っています。
第８回MOE絵本屋さん大賞新人賞第１位
を受賞した著者によるユニーク絵本。

　単身赴任中の四十路の大手スーパーマーケ
ット副店長の元に押しかけてきた「魔法少女
の類」と「鵺」。渋々同居する羽目に・・・。
青春小説が好評な日本ファンタジーノベル大
賞出身作家が描く、ファンタジーでもライト
ノベルでもない、ねじくれ家族小説。

5（日）25（土）

12（日）

︻ 

陽
だ
ま
り 

︼

●
開
設
日
時

　
　
毎
週
火
曜
日

　
　
午
前
10
時
〜
12
時

●
場
　
所

　
　
村
民
会
館
図
書
室

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
関
川
村
教
育
委
員
会

　
　
☎
６
４—

１
４
９
１

フリースペース「陽だまり」
を知っていますか？
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中

山

義

基
さ
ん

︵
関
川
村
役
場
住
民
福
祉
課
・
村
上
市
︶

　昨年４月から関川村の職員に採用された中山

義基さんに話を聞きました。

−社会人となって今の気持ちは？

　まだまだ勉強不足だと感じています。社会人

となり、もうすぐ１年が経過しようとしていま

す。ようやく仕事にも慣れ、心の余裕が出来た

と思ったら、基本的なところで間違ってしまう

時があります。ですから、初心を忘れず公務員

としての自覚を持ち、これからも頑張りたいで

す。

−普段、心がけていることは？

 できるだけ落ちついて行動することです。想

定外の事態が起こった時にあわてて対処しよう

とすると結果どんどん悪い方向に流れていくの

で、普段から落ち着くように心がけています。

−今、夢中になっているものはありますか？

 知識を増やすことです。そのため、少なくと

も毎月１冊は本を読むようにしています。どん

なに些細なことでも新しい情報が入ってくると

新鮮な感覚になりますし、知らないことが多い

より、知っていることが多い方が気持ちいいで

す。

−村民の皆さんにひと言お願いします。

 昨年４月から関川村役場で勤務しています中

山です。今の業務は、村民の皆様と直接関わる

ことは少ないのですが、関川村のためにできる

ことを全力で行いたいと考えております。不束

者ですが、よろしくお願い致します。

165

■
期
日
　
１
月
１
日

■
成
績

︱ 

女
子
小
学
生
低
学
年 

︱

　
　
　
　
　
　
︵
種
目
　
２
㎞
︶

▽
第
１
位
　
岡
田
玲
那
　
　

　
　
　
　
　
　
︵
２
年
・
下
関
︶

　
　
　
　
　
　
記
録
　
８
分
38
秒

　
　
　
　
　
　
　
※
大
会
新
記
録

▽
第
２
位
　
須
貝
汐
那

　
　
　
　
　
　
︵
２
年
・
湯
沢
︶

　
　
　
　
　
　
記
録
　
10
分
03
秒

▽
第
５
位
　
三
原
柑
菜

　
　
　
　
　
　
︵
２
年
・
下
関
︶

　
　
　
　
　
　
記
録
　
10
分
20
秒

︱ 

女
子
小
学
生
高
学
年 

︱

　
　
　
　
　
　
︵
種
目
　
３
㎞
︶

▽
第
８
位
　
三
原
杏
莉

　
　
　
　
　
　
︵
４
年
・
下
関
︶

　
　
　
　
　
　
記
録
　
13
分
35
秒

第
62
回

村
上
市

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　国の経済対策の一環として、臨時福祉給付

金が支給されます。今回の給付額は１人１万

５千円で、平成29年４月から平成31年９月ま

での２年半分です。

　対象者の条件は、平成28年９月から12月に

実施した臨時福祉給付金（１人３千円）と同

じです。

　対象と思われる方へは、２月中旬に申請書

を郵送します。忘れずに申請ください。

せ

な

か
ん
な

れ
い
な

あ
ん
り

大
会
結
果

＊
敬
称
略

臨時福祉給付金（経済対策分）を支給します

①平成28年１月１日に関川

　村に住所があること

②平成28年度分の住民税

　（均等割）が課税されて

　いないこと

※ただし、住民税（均等割）

　が課税されている方に扶

　養されているときや生活

　保護を受けている方は支

　給の対象となりません。

給 付 額　１人１万５千円

　※給付は１回のみです

初回支給予定日

　　３月中旬以降

申請期限　５月15日（月）

　全国的に「臨時福祉給付

金」を装った不審な電話が

発生しています。

　「振り込め詐欺」や「個人

情報・マイナンバー詐取」

にご注意ください。

・関川村や厚生労働省など

　がATM（銀行・コンビニ

　などの現金自動支払機）

　の操作をお願いすること

　は、絶対にありません。

・ATMを自分で操作して、

　他人からお金を振り込ん

　でもらうことは絶対にで

　きません。

・給付金の申請にマイナン

　バーは必要ありません。

問い合わせ先　住民福祉課福祉保険班　TEL 64−1471

　または厚生労働省給付金専用ダイヤル 0570−037−192

対象者の条件（全て満たすこと） 給付詐欺にご注意ください

季
節
の
料
理
教
室
を
開
催
！

と
　
き
　
２
月
21
日
︵
火
︶

　
　
　
　
午
前
９
時
半
〜
午
後
１
時

場
　
所
　
村
民
会
館
調
理
室

内
　
容
　
ち
ら
し
寿
司
と
蛤
の
澄

　
　
　
　
ま
し
汁
を
作
り
ま
す
。

参
加
費
　
８
０
０
円

　
　
　
　
︵
材
料
代
実
費
︶

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

　
　
　
　
マ
ス
ク
・
ハ
ン
カ
チ

申
込
み
　
２
月
14
日
︵
火
︶
ま
で
に

　
　
　
　
村
民
会
館
へ

定
　
員
　
先
着
20
名
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う
か
ら
書
く
﹁
つ
ら
つ
ら
椿
﹂
の
水
茎
を
　
　
　

渡
辺
千
恵
子

　
見
つ
つ
わ
が
住
む
里
の
春
思
う
　
　
　
　
　
　
　
　︵
上
関
︶

短

　

歌

掛
軸
の
由
来
聞
き
入
る
村
茶
会
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵

湯
の
里
の
掛
大
根
の
白
さ
か
な
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵

朝
刊
の
チ
ラ
シ
ど
っ
さ
り
師
走
か
な
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵

正
月
も
手
抜
き
ば
か
り
の
老
二
人
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ

雪
の
な
い
正
月
子
等
の
声
も
な
し
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ

セ
ッ
ト
さ
れ
た
お
せ
ち
料
理
に
箸
迷
う
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ

満
点
の
大
空
仰
ぐ
冬
至
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い

夕
映
え
を
眺
め
柚
子
浮
く
湯
に
浸
る
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い

元
旦
の
日
脚
が
誘
う
散
歩
か
な
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い

関

川

俳

句

の

会

作

品

豆ごはん
　節分にぴったりのレシピです。大豆で豆まき

をしたお豆を入れて作ってみてはいかがでしょ

うか？

155

関川村食生活改善推進員 の皆さん

・米　240ｇ　・人参　50ｇ　・うすあげ　25ｇ

・大根の葉　25ｇ　・大豆（水煮）　30ｇ

・白炒りごま　５ｇ

【Ａ】・しょうゆ　小さじ１・２／３

　　　・塩　小さじ１／３強

　　　・酒　小さじ１弱

① 米は洗って炊飯釜に入れ、２合分の水を入れる。

② 人参はいちょう切り、うすあげは油抜きをして縦

　 半分に切ってからせん切りにする。大根の葉は熱

　 湯でゆで、みじん切りにする。大豆は缶を開け水

　 気を切っておく。

③ 人参、うすあげ、大豆、【A】を①に入れる。約30

　 分おいてから炊く。炊き上がったら大根の葉を混

　 ぜ、ごまをふる。

（４人分）

元
旦
の
水
に
今
年
の
眼
を
覚
ま
す
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵

冷
蔵
庫
満
杯
明
日
は
子
等
が
来
る
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵

今
が
在
る
こ
と
へ
感
謝
の
手
を
合
わ
す
　
　
　
　

平
田
　
千
恵

新
年
の
心
新
た
に
幸
せ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ

庭
の
松
雪
つ
り
さ
れ
て
春
を
待
つ
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ

久
々
の
年
賀
に
遠
い
友
し
の
ぶ
　
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
﹁
雑
詠
﹂
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も
う
す
ぐ…

待
ち
に
待
っ
た

　
冬
の
関
川
２
０
１
７
☆

　
今
年
の
冬
も
関
川
村
を
盛
り

上
げ
る
べ
く
、
総
勢
１
５
０
人

で
関
川
村
に
帰
り
ま
す
！
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
く
３
つ
の
お
祭

り
の
日
程
を
去
年
の
活
動
の
写

真
を
添
え
て
お
届
け
し
ま
す
☆

１ 

七
ヶ
谷
雪
ほ
た
る
祭
り

・
活
動
の
日
程
…

　
２
月
４
日
︵
土
︶
〜
６
日
︵
月
︶

・
祭
り
の
日
程
…
２
月
５
日

２ 

大
石
ど
も
ん
こ
祭
り

・
活
動
の
日
程
…

　
２
月
10
日
︵
金
︶
〜
12
日
︵
日
︶

・
祭
り
の
日
程
…
２
月
11
日

 

３ 

え
ち
ご
せ
き
か
わ
雪
祭
り

・
活
動
の
日
程
…

　
２
月
11
日
︵
土
︶
〜
13
日
︵
月
︶

・
祭
り
の
日
程
…
２
月
12
日

　
以
上
の
８
日
間
、
関
川
村
に

学
生
が
滞
在
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　
祭
り
に
来
ら
れ
る
皆
さ
ま
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
企

画
を
準
備
し
て
い
ま
す
！
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
☆

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

☆
今
月
の
せ
き
か
わ
っ
こ
☆

◎
あ
い
う
え
お
作
文

　
　
せ
　
関
川
に

　
　
き
　
希
望
と

　
　
か
　
輝
く
目
を
も
っ
て

　
　
わ
　
わ
た
し
は
ま
た
帰

　
　
　
　
り
ま
す
！

︿
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹀

◎
名
前
…
小
口
桃
子

　
︵
共
立
女
子
大
学
３
年
︶

◎
出
身
地
…
東
京

◎
好
き
な
芸
能
人
…

　
　
　
綾
瀬
は
る
か

◎
最
近
は
ま
っ
て
い
る
こ
と
…

　
海
外
ド
ラ
マ
を
見
る
こ
と

◎
Ｙ
Ｏ
Ｕ
は
何
し
に
関
川
へ
？

…
村
の
温
か
い
雰
囲
気
が
大

　
好
き
で
す
！

　関川村の皆さん、こんにちは。IVUSAです。お元気していらっしゃいますか？

　私たち IVUSAでは関川村で今月におこなわれる３つのお祭りに、今回も張り切って参

加させて頂きます!!!

　節分間近ではありますが、関川村の皆さんと“今年最初の乾杯”をしたいと思っていま

す。夏春問わず、私たち IVUSAと一緒に活動をしてくださった皆さんと楽しく心温まる

時間を過ごせたら嬉しいです。ご参加お待ちしております♡

　■日　時　２月10日（金） 19時30分〜22時

　■会　場　の〜む

　■参加費　1 ,000円　当日受付（高校生以下無料）

　※事前申し込みはございませんので、会場に直接おこしくださいませ。

関川村 × IVUSA　交流会のご案内

【お問い合わせ先】

関川村役場　総務課　企画財政班（市井  0254−64−1476）

国際ボランティア学生協会事務局（千葉  03−3418−1840）

雪
な
し
の
正
月
子
等
は
寄
り
つ
か
ず
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ

三
ヶ
日
雪
な
く
畑
眺
め
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ

松
か
ざ
り
印
刷
に
な
る
世
の
変
り
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ
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　今月は、今年度から新しく出来たスポ少ズ
ンバキッズで部長を務めている佐藤綾音さん
（６年・朴坂）を紹介します！

キラリ
輝く☆せきかわっ子たちキラリ
輝く☆せきかわっ子たち vol.63

　お母さんについて一緒にやっていたズンバが楽
しくて始めました。スポ少でキッズが出来てとて
もうれしかった綾音さん。J-POPではない、いろ
んな曲で踊れるようになることが楽しいそうです。
大きなステージを控え、練習にも熱が入り、キレ
のあるパフォーマンスを披露していました。

　初代メンバーで、笑顔で踊り、周
りへの気づかいが出来る頼れる部長
です。今は30人のメンバーをまとめ
てくれています。卒業してもズンバ
を踊ってもらえたらうれしいです。

指導者の小林雅子さん（下関）
から綾音さんへ

　小学校の先生になるために
大学で勉強していると思う。

10年後の自分は？

2月5日     

村上文化祭でのステージを

笑顔で元気よく踊る！

今年、大したもん蛇まつりが30回目を
迎え、大蛇も９代目が製作されます。第
１回の時、私は小学校４年生でした。集
落センターで喜ッ喜大会予選をしたこと
や民話劇に驚いたのを憶えています。今
回、大蛇の歴史で初代大蛇が昇天したこ
とを知り、とぐろを巻いて燃え上がる姿
を勝手に想像してしまいました。村民の
みなさん一人ひとりにたくさんの思い出
があると思います。30回目もみなさんで
思い出に残る祭りとなるようにしましょ
う。（と）

あ　　　き

たい　　 が

●12月16日〜１月15日までの届出●

ごめい福をお祈りいたします
板越　優藏　さん　　92歳　　幾　地

渡邉　正江　さん　　67歳　　小和田

舟山キミエ　さん　　82歳　　上　関

津野　泰藏　さん　　79歳　　宮　前

船山　久志　さん　　88歳　　勝　蔵

加藤　タイ　さん　　87歳　　内須川

小池　シゲ　さん　　97歳　　下　関

須貝　　三　さん　　91歳　　高　田

伊藤　政雄　さん　　79歳　　　沼

平田　ヨミ　さん　　87歳　　滝　原

岡田ハナヨ　さん　　94歳　　上土沢

大沼チヨエ　さん　　98歳　　上土沢

お誕生おめでとうございます

杏　妃ちゃん（女）　中　束

　　　　　　菅沼　正広・杏奈さん

大　峨ちゃん（男）　内須川

　　　　　　加藤　寛之・瞳さん

・やさしくて笑顔が素敵。
・絵が好き。
・運動も勉強もできる。
・友達思い。

友達から見た綾音さんは？

平成28年12月末現在　（　）は前月対比

世 帯 数　　1,953世帯（−２）
総 人 口　　5,904 人（−14）
　 男 　　　2,828 人（−８）
　 女 　　　3,076 人（−６）

転入　４ 人　　転出　11人

出生　３ 人　　死亡　10人（　　　　　　　　）

松田一輝さん　恵実さん（辰田新）

紗 和ちゃん（８歳）

旭 樹くん（５歳）

さ　　わ

あさ　　き

　
活
発
で
お
し
ゃ
べ
り
な
紗
和
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に
夢
中
で
す
。
い

つ
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
あ
っ
く
ん
。
レ
ゴ
ブ

ロ
ッ
ク
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
２
人
は
仲
良
し
で
、
家
族
中
を
明
る

く
し
て
く
れ
ま
す
。

　
来
年
か
ら
は
あ
っ
く
ん
も
一
年
生
。
お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
楽
し

く
通
っ
て
ほ
し
い
で
す
。


